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5） 漢方薬に注意 

漢方薬を構成する生薬には、それぞれたくさんの成分が含まれており、1 つ 1 つの成分が禁止物質にあた

るかどうか特定するのは困難です。漢方薬にも明らかに禁止物質を含むものがあり、例として、丁子、附子、

細辛、南天実、呉茱萸にはヒゲナミン、麻黄にはエフェドリンやメチルエフェドリン、プソイドエフェドリン、ホミカ

にはストリキニーネ、そして前述の滋養強壮薬には蛋白同化作用を示す成分が含まれています。また、半夏

にも微量ですがエフェドリン類が含まれるので、注意が必要です。さらに名前が同じでも製造販売会社、原料

の産地、収穫の時期などで成分が違うことがあります。また、カタカナ表記で西洋薬と間違えてしまうような漢

方薬もあります。 

○漢方薬の TUE 申請について：一般的に漢方薬を使用しなくても疾患の治療が可能な場合、TUE 国際基

準の付与基準に該当せず、承認されません。また、漢方薬が含有する禁止物質が特定できない場合

TUE 申請ができません。TUE は物質を申請して、その物質に対して治療使用特例が認められます。

漢方薬の方剤名は物質名ではありませんので、方剤名で TUE 申請はできません。 

6） 風邪薬やのど飴に注意 

多くの総合感冒薬（いわゆる風邪薬）には禁止物質のエフェドリンやメチルエフェドリン等が含まれ、また、

のど飴には禁止物質のヒゲナミンが含まれているものもあるため、注意が必要です。 

7） その他の注意する医薬品 

○鼻炎用薬：市販の鼻炎用薬には興奮薬として禁止されるプソイドエフェドリンが配合されていることが多

く、注意が必要です。 

○鼻づまりの点鼻薬、点眼薬：ナファゾリン等の血管収縮剤は、点鼻・点眼を含む局所使用が許されてい

ますが、何回も多量に使用して体内に吸収されると、アンチ・ドーピング規則違反が疑われる可能性

があります。また、点鼻薬は連用により鼻づまりを悪化させる恐れがあります。 

○アレルギーの内服薬：市販のアレルギー用薬には禁止物質が配合されていることがあり、注意が必要

です。 

8） 健康食品・サプリメントに注意 

国内外で多数の健康食品・サプリメントが入手できますが、世界アンチ・ドーピング機構（WADA）は、スポ

ーツでのサプリメントの使用を推奨していません。 

また、「JADA サプリメント分析認証プログラム」は、2019 年 3 月 31 日をもって終了し、国内で問題なく使用

されてきた JADA 認証サプリメントが使用できなくなりました。そのため、アスリートは何を基準にサプリメント

選ぶべきかを考える必要があります。 

国立スポーツ科学センター（JISS）はスポーツに関するサプリメントを 2 つに分類し、サプリメントの必要性

や内容については、年齢、性別、体格、競技種目、トレーニング内容、身体づくりの目的、個々の生活活動量

や体調に合わせた対応が必要であるとしています。 

1. ダイエタリーサプリメントおよびスポーツフード：食事から十分な量が摂取できない場合に補われる栄養

素や成分

2. エルゴジェニック：運動能力に影響する可能性のある栄養素や成分

引用：アスリートの食事ハンドブック 

●サプリメントを選ぶ時の注意

JISS が示す「ダイエタリーサプリメントおよびスポーツフード」のように、食事から十分な量が摂取できな

い場合に補われる栄養素や成分のサプリメントが必要になった場合、個々の生活活動量や体調などに合

わせた対応だけでなく、アンチ・ドーピングについても注意が必要になります。このような時の判断には、

Supplement411 の「High Risk List」を確認したり、アンチ・ドーピング認証を取得したサプリメントを使用した

りすることでリスクを減らすことができます。 

➀Supplement411「High Risk List」をチェックする 

米国のアンチ・ドーピング機関「USADA」の公式サイトにはサプリメントの安全性に関するコンテンツ

5. 特にẼをつけたい要ᣦᑟ医薬品・一般用医薬品と健康食品・サプリメント

1） ⫶⭠薬に注意 

⫶⭠薬にはヒゲナミンやストリキニーネ（いずれも禁止物質）を含有する生薬チ䝵䜴ジやホミカが成分とし

て含まれているものがあります。ヒゲナミン（チ䝵䜴ジ）は䝧ータ 2 作用薬、ストリキニーネ（ホミカ）は興奮薬と

して禁止され、᳨ฟされれ䜀┤䛱に違反です。⫶⭠薬を使う場合は禁止物質が含まれていないことを確認し

まし䜗う。 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
（例） 使ってはいけない⫶⭠薬 

䝟ンジアス㢛⢏（➨一薬品ᕤᴗ） 䝽クナ䜺⫶⭠薬 㻳（‪Ọ製薬） 

㔠㨶⫶⭠薬（኱࿴合同製薬） ㉥⋢はら薬（኱࿴合同製薬） など 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

2） 滋養強壮薬に注意 

滋養強壮薬には、禁止物質である蛋白同化薬（テストステロン）ཬびホル䝰ンの関連物質を含む漢方薬、

また、禁止物質であるストリキニーネ（ホミカ）が含まれているものがあります。そして、医薬品௨外のいわゆ

る健康食品として、滋養強壮目的の㘄剤やドリンク剤が多数市販されており、これらの୰にテストステロン等

の関連物質が含まれている可能性もྰ定できません。国体期間୰に㝈らず、ᬑẁから使用しないようにしま
し䜗う。 
䠆蛋白同化薬ཬび関連物質には、テストステロン、メチルテストステロンの他に、生薬成分である、ᾏ≸⭈

（カイクジン）、㯊㤶（ジ䝱コ䜴）、㮵Ⲗ（ロクジ䝵䜴）などがあります。 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（例） 使ってはいけない滋養強壮薬：蛋白同化薬（テストステロン）ཬびホル䝰ンの関連物質を含む 

䜸ットピン㻙S（䞂䜱タリス製薬） 外用ホル䝰ンሬᕸ剤䜸ットピン（䞂䜱タリス製薬、኱࿴製薬） 

グローミン（኱ᮾ製薬ᕤᴗ） ト䝜ス（኱ᮾ製薬ᕤᴗ）  

プリ䝈䝬ホル䝰ン⢭（原ἑ製薬ᕤᴗ） プリ䝈䝬ホル䝰ン㌾⭯（原ἑ製薬ᕤᴗ） 

プリ䝈䝬ホル䝰ン㘄（原ἑ製薬ᕤᴗ） 䝨レ䜴ス（᳃ୗோ୹、日㑥薬品ᕤᴗ） 

ミクロゲン・䝟スタ（ၨⰾᇽ製薬） 活力・㻹（ᮾ南製薬） 

強力䝞ロネス（日᪂製薬） 強力䝞ロネス内服ᾮ（メイクト䝰ロー） 

㔠⺬⢭（⢾⾰㘄）（ᦶ⪨ᇽ製薬） 㔠⺬⢭ DI（明治薬品） など 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

3） ẟ㧥・体ẟ用薬に注意 

ẟ㧥・体ẟ用ሬり薬では、⏨性ホル䝰ンが配合されているものがあり、禁止されています。 

国体期間୰に㝈らず、ᬑẁから使用しないようにしまし䜗う。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（例） 使ってはいけない体ẟ用薬：蛋白同化薬（テストステロン）ཬび関連物質を含む 
䝨レ䜴ス（᳃ୗோ୹、日㑥薬品ᕤᴗ） ミクロゲン・䝟スタ（ၨⰾᇽ製薬） など 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
ཧ考：一般用医薬品ではありませんが、෇ᙧ⬺ẟ⑕の場合には、⢾質コルチコイドの内服が用いられることが

あります。 

4） 㙠တཤ⑱薬に注意 

市販の㙠တཤ⑱薬に含まれるトリメトキ䝜ール、メトキ䝅フェナミンは禁止物質と䜏なされます。 

また、生薬の南天実にはヒゲナミン（禁止物質）が含まれます。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

（例） 使ってはいけない㙠တཤ⑱薬：トリメトキ䝜ール、メトキ䝅フェナミンを含む 
アスクロン（኱ṇ製薬） ᪂カネドリン㘄（ᘅᫀᇽ） 

セキエース（ダイト） ᪂トニンတ止めᾮ（బ⸨製薬） 

セキカット（ダイト） フストール䝅ロップ A（䜸ール薬品） など 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（例） 使ってはいけない滋養強壮薬：蛋白同化薬（テストステロン）ཬびホル䝰ンの関連物質を含む 

䜸ットピン㻙S（䞂䜱タリス製薬） 外用ホル䝰ンሬᕸ剤䜸ットピン（䞂䜱タリス製薬、኱࿴製薬） 

グローミン（኱ᮾ製薬ᕤᴗ） ト䝜ス（኱ᮾ製薬ᕤᴗ）  

プリ䝈䝬ホル䝰ン⢭（原ἑ製薬ᕤᴗ） プリ䝈䝬ホル䝰ン㌾⭯（原ἑ製薬ᕤᴗ） 

プリ䝈䝬ホル䝰ン㘄（原ἑ製薬ᕤᴗ） 䝨レ䜴ス（᳃ୗோ୹、日㑥薬品ᕤᴗ） 

ミクロゲン・䝟スタ（ၨⰾᇽ製薬） 活力・㻹（ᮾ南製薬） 

強力䝞ロネス（日᪂製薬） 強力䝞ロネス内服ᾮ（メイクト䝰ロー） 

㔠⺬⢭（⢾⾰㘄）（ᦶ⪨ᇽ製薬） 㔠⺬⢭ DI（明治薬品） など 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

3） ẟ㧥・体ẟ用薬に注意 

ẟ㧥・体ẟ用ሬり薬では、⏨性ホル䝰ンが配合されているものがあり、禁止されています。 

国体期間୰に㝈らず、ᬑẁから使用しないようにしまし䜗う。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（例） 使ってはいけない体ẟ用薬：蛋白同化薬（テストステロン）ཬび関連物質を含む 
䝨レ䜴ス（᳃ୗோ୹、日㑥薬品ᕤᴗ） ミクロゲン・䝟スタ（ၨⰾᇽ製薬） など 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
ཧ考：一般用医薬品ではありませんが、෇ᙧ⬺ẟ⑕の場合には、⢾質コルチコイドの内服が用いられることが

あります。 

4） 㙠တཤ⑱薬に注意 

市販の㙠တཤ⑱薬に含まれるトリメトキ䝜ール、メトキ䝅フェナミンは禁止物質と䜏なされます。 

また、生薬の南天実にはヒゲナミン（禁止物質）が含まれます。 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

（例） 使ってはいけない㙠တཤ⑱薬：トリメトキ䝜ール、メトキ䝅フェナミンを含む 
アスクロン（኱ṇ製薬） ᪂カネドリン㘄（ᘅᫀᇽ） 

セキエース（ダイト） ᪂トニンတ止めᾮ（బ⸨製薬） 

セキカット（ダイト） フストール䝅ロップ A（䜸ール薬品） など 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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5） 漢方薬に注意

漢方薬を構成する生薬には、それぞれたくさんの成分が含まれており、1 つ 1 つの成分が禁止物質にあた

るかどうか特定するのは困難です。漢方薬にも明らかに禁止物質を含むものがあり、例として、丁子、附子、

細辛、南天実、呉茱萸にはヒゲナミン、麻黄にはエフェドリンやメチルエフェドリン、プソイドエフェドリン、ホミカ

にはストリキニーネ、そして前述の滋養強壮薬には蛋白同化作用を示す成分が含まれています。また、半夏

にも微量ですがエフェドリン類が含まれるので、注意が必要です。さらに名前が同じでも製造販売会社、原料

の産地、収穫の時期などで成分が違うことがあります。また、カタカナ表記で西洋薬と間違えてしまうような漢

方薬もあります。 

○漢方薬の TUE 申請について：一般的に漢方薬を使用しなくても疾患の治療が可能な場合、TUE 国際基

準の付与基準に該当せず、承認されません。また、漢方薬が含有する禁止物質が特定できない場合

TUE 申請ができません。TUE は物質を申請して、その物質に対して治療使用特例が認められます。

漢方薬の方剤名は物質名ではありませんので、方剤名で TUE 申請はできません。

6） 風邪薬やのど飴に注意

多くの総合感冒薬（いわゆる風邪薬）には禁止物質のエフェドリンやメチルエフェドリン等が含まれ、また、

のど飴には禁止物質のヒゲナミンが含まれているものもあるため、注意が必要です。 

7） その他の注意する医薬品

○鼻炎用薬：市販の鼻炎用薬には興奮薬として禁止されるプソイドエフェドリンが配合されていることが多

く、注意が必要です。

○鼻づまりの点鼻薬、点眼薬：ナファゾリン等の血管収縮剤は、点鼻・点眼を含む局所使用が許されてい

ますが、何回も多量に使用して体内に吸収されると、アンチ・ドーピング規則違反が疑われる可能性

があります。また、点鼻薬は連用により鼻づまりを悪化させる恐れがあります。 

○アレルギーの内服薬：市販のアレルギー用薬には禁止物質が配合されていることがあり、注意が必要

です。 

8） 健康食品・サプリメントに注意

国内外で多数の健康食品・サプリメントが入手できますが、世界アンチ・ドーピング機構（WADA）は、スポ

ーツでのサプリメントの使用を推奨していません。 

また、「JADA サプリメント分析認証プログラム」は、2019 年 3 月 31 日をもって終了し、国内で問題なく使用

されてきた JADA 認証サプリメントが使用できなくなりました。そのため、アスリートは何を基準にサプリメント

選ぶべきかを考える必要があります。 

国立スポーツ科学センター（JISS）はスポーツに関するサプリメントを 2 つに分類し、サプリメントの必要性

や内容については、年齢、性別、体格、競技種目、トレーニング内容、身体づくりの目的、個々の生活活動量

や体調に合わせた対応が必要であるとしています。 

1. ダイエタリーサプリメントおよびスポーツフード：食事から十分な量が摂取できない場合に補われる栄養

素や成分

2. エルゴジェニック：運動能力に影響する可能性のある栄養素や成分

引用：アスリートの食事ハンドブック 

●サプリメントを選ぶ時の注意

JISS が示す「ダイエタリーサプリメントおよびスポーツフード」のように、食事から十分な量が摂取できな

い場合に補われる栄養素や成分のサプリメントが必要になった場合、個々の生活活動量や体調などに合

わせた対応だけでなく、アンチ・ドーピングについても注意が必要になります。このような時の判断には、

Supplement411 の「High Risk List」を確認したり、アンチ・ドーピング認証を取得したサプリメントを使用した

りすることでリスクを減らすことができます。 

➀Supplement411「High Risk List」をチェックする 

米国のアンチ・ドーピング機関「USADA」の公式サイトにはサプリメントの安全性に関するコンテンツ
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6. 使用可能薬リスト 2021 年∧ 㻛要ᣦᑟ医薬品・一般用医薬品：㻻T㻯 DRU㻳S et㼏.

はじめに 

z 有ຠ成分が禁止物質を含まない、あるいは禁止物質が含まれていても使用方ἲ（禁止表で規定

される方ἲやῧ付ᩥ᭩記㍕の用ἲ・用量）をᏲれ䜀許可される国内の一般用医薬品・要ᣦᑟ医

薬品（一㒊、医薬㒊外品を含む）の例をあ䛢ました。

z 有ຠ成分௨外の成分（ῧຍ剤）に禁止物質が含まれていないかについては、原則確認しておりま

せん。これは、➨ 17 ᨵṇ日ᮏ薬局方の製剤総則において、「ῧຍ剤は、製剤に含まれる有ຠ成

分௨外の物質で、有ຠ成分ཬび製剤の有用性を㧗める、製剤化を容᫆にする、品質の安定化を

ᅗる、ཪは使用性をྥୖさせるなどの目的で用いられる。製剤には、必要に応じて、㐺ษなῧຍ

剤をຍえることができる。ただし、用いるῧຍ剤はその製剤のᢞ与量において薬⌮作用を示さ

ず、↓ᐖでなけれ䜀ならない。また、ῧຍ剤は有ຠ成分の治療ຠᯝをጉ䛢るものであってはなら

ない。」とされていることによります。ただし、ᮏ会での有ຠ成分の確認時において、当該医薬品

が内服薬、かつ、ῧຍ剤に動᳜物⏤᮶成分等が含まれていることが判明した場合にあっては、

ฟ᮶るだけᮏリストから๐㝖する方㔪で作ᴗを⾜っています。 

z 禁止物質には「ᖖに禁止される物質（競技会（時）ཬび競技会外）」と「競技会（時）に禁止される

物質」があります。

z ୺に健康なスポーツ選手がᛴ性の⑓Ẽに対して使用する内服薬、外用薬をあ䛢ています。

z 生薬や動᳜物⏤᮶成分等は、その全てのヲ細な内容成分をᢕᥱすることが困難なため、これら

を含有する製品は、基ᮏ的に使用可能薬にはᥖ㍕していません。

z 名前全体が᏶全に一⮴することを確かめてください。䜋とんど同じ名前でも、᥋㢌ㄒとして「᪂」、

᥋ᑿㄒとして「㘄」や「会社名」、アルファ䝧ットがついているだけで、成分の⤌成が␗なることもあ

ります。

z JA㻼I㻯 一般用医薬品㞟 2021 をཧ考に、⌧ᅾ市販されているとᛮわれる製品をあ䛢ています。

（特⣡品など、一㒊薬局ᗑ㢌では入手しづらい製品もあります。）

z 㻳l㼛㼎㼍l DR㻻 による᳨⣴⤖ᯝにຍえ、日ᮏスポーツ༠会Ⓨ⾜のアンチ・ドーピング使用可能薬リ

スト 2021 にᥖ㍕されている製品についても記㍕しております。

z ここにあ䛢た薬だけが許可されているわけではありません。一㒊の例示であり、他にも使える薬

は数多くあります。 

（1） ゎ⇕㙠③薬 

（注意） 

z カフェインは 2004.1.1 より禁止物質から䝰ニタリング物質にኚ᭦となり禁止されないが、᳨ᰝ

⤖ᯝはᚑ᮶㏻りሗ࿌される。

䠘使用可能薬例䠚 

成分名 ௦表的な販売名 販売会社名 

アスピリン 䝞イエルアスピリン బ⸨製薬 

アスピリン・合成ヒドロタルサイト 䝞ファリン A ライ䜸ン 

アセトアミ䝜フェン タイレ䝜ール A 

ᑠඣ用䝞ファリン 㻯䊡 

䝞ファリンルナ J 

こどもリングルサット 

ジ䝵ンソン・エンド・ジ䝵ンソン 

ライ䜸ン 

ライ䜸ン 

బ⸨製薬 

アセトアミ䝜フェン・イブプロフ

ェン 

グレラン・䝡ット 

䝜ー䝅ンアイ㢌③薬 

Ṋ⏣コン䝅䝳ー䝬ー䝦ルス䜿ア 

アラクス 

アルミ䝜プロフェン ルミフェン బ⸨製薬 

イブプロフェン イブ 

リングルアイ䝡ー䃐 200 

エスエス製薬 

బ⸨製薬 

「Supplement411」があり、禁止物質を含むサプリメントの䝕ータ䝧ース「High Risk List」（リスト㜀ぴには䝴ー

䝄ーⓏ㘓が必要）がᥖ㍕されています。サプリメントの୰にはởᰁなどにより禁止物質が入っている場合もあ

り、表示成分に禁止物質が含まれていなくても、すべての含有物質が明記されているわけではありません。

ၟ品名だけでなく会社名がリストにᥖ㍕されているかどうかなどもཧ考にして判断します。 

（ཧ考）Supplement411 https㻦㻛㻛㼣㼣㼣.us㼍㼐㼍.㼛㼞g㻛su㼎st㼍n㼏es㻛supplement㻙411㻛 

䐠䜺イドラインに基づいたサプリメントを選ᢥ

これまでは JADA によるサプリメント分析認証プログラムがあったが、この認証プログラムは 2019 年 3 月

31 日をもって終了となりました。 

（ཧ考）JADA サプリメント分析認証プログラムの終了について 

https㻦㻛㻛㼣㼣㼣.pl㼍㼥t㼞ue㼖㼍p㼍n.㼛㼞g㻛t㼛pi㼏s㻛ent㼞㼥㼋img㻛190403㼋3.p㼐㼒  

同日「スポーツにおけるサプリメントの製品᝟ሗ公㛤のᯟ⤌䜏に関する䜺イドライン」が公表され、アンチ・

ドーピング認証をᕼᮃする事ᴗ⪅は規定の生産᪋タᑂᰝをཷけ、認証を取得することが必㡲であり、製造管

⌮やಖ管、㍺㏦などがホ౯の対㇟㡯目となること、また、製品分析を年に䠍ᗘ௨ୖ実᪋し、⤖ᯝを公㛤する

こともồめられています。 

（ཧ考）スポーツにおけるサプリメントの製品᝟ሗ公㛤のᯟ⤌䜏に関する䜺イドライン 

https㻦㻛㻛㼣㼣㼣.pl㼍㼥t㼞ue㼖㼍p㼍n.㼛㼞g㻛ent㼞㼥㼋img㻛s㻙gui㼐eline.p㼐㼒 

⌧ᅾ、（公㈈）日ᮏ分析センターがスポーツサプリメント製品の᝟ሗを公㛤しています。また、➨୕⪅による

サプリメント認証は、米国 㻺S㻲 社の「㻯e㼞ti㼒ie㼐 㼒㼛㼞 Sp㼛㼞t」、ⱥ国 L㻳㻯 社の「In㼒㼛㼞me㼐㻙䠯p㼛㼞t（IS）」、

「In㼒㼛㼞me㼐㻙㻯h㼛i㼏e（I㻯）」、米国 㻮S㻯㻳 社の「㻯e㼞ti㼒ie㼐 D㼞ug 㻲㼞ee」などの製品や原料がὶ㏻しています。リスク

を㍍減するには、これらの᝟ሗをཧ考にしてください。ただし、これらは製品の᏶全なる安全をಖ㞀するもの

ではなく、あくまで⮬ᕫ㈐௵となります。 

●サプリメントの必要性を考えよう

アスリートから「サプリメントを服用したい」と┦ㄯされた場合、食事から栄養が十分に摂れずにᮏ᮶の能

力がపୗしてしまう JISS が示す「ダイエタリーサプリメントおよびスポーツフード」は、アンチ・ドーピングに対

応したサプリメントの服用が່められます。しかし、アンチ・ドーピングไᗘにおいて競技力ྥୖのຠᯝがあ

る物質は禁止物質としてཝ格に禁じられていることからすれ䜀、服用が許されているサプリメントには競技力

ྥୖのຠᯝがないはずなので、ᯝたしてサプリメントを服用するメリットがᮏ当にあるのか、ということをアス

リートと一⥴に考えていただきたいとᛮいます。 

᭱終的には、サプリメントの摂取はアスリートの判断になりますが、サプリメントによるドーピングの違反と

なる場合の䝕メリットと、サプリメントを服用するメリットを௒一ᗘẚべ、薬剤ᖌのリテラ䝅ーを㥑使してアスリ

ートをサポートしてください。 
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「Supplement411」があり、禁止物質を含むサプリメントの䝕ータ䝧ース「High Risk List」（リスト㜀ぴには䝴ー

䝄ーⓏ㘓が必要）がᥖ㍕されています。サプリメントの୰にはởᰁなどにより禁止物質が入っている場合もあ

り、表示成分に禁止物質が含まれていなくても、すべての含有物質が明記されているわけではありません。

ၟ品名だけでなく会社名がリストにᥖ㍕されているかどうかなどもཧ考にして判断します。 

（ཧ考）Supplement411 https㻦㻛㻛㼣㼣㼣.us㼍㼐㼍.㼛㼞g㻛su㼎st㼍n㼏es㻛supplement㻙411㻛 

䐠䜺イドラインに基づいたサプリメントを選ᢥ

これまでは JADA によるサプリメント分析認証プログラムがあったが、この認証プログラムは 2019 年 3 月

31 日をもって終了となりました。 

（ཧ考）JADA サプリメント分析認証プログラムの終了について 

https㻦㻛㻛㼣㼣㼣.pl㼍㼥t㼞ue㼖㼍p㼍n.㼛㼞g㻛t㼛pi㼏s㻛ent㼞㼥㼋img㻛190403㼋3.p㼐㼒  

同日「スポーツにおけるサプリメントの製品᝟ሗ公㛤のᯟ⤌䜏に関する䜺イドライン」が公表され、アンチ・

ドーピング認証をᕼᮃする事ᴗ⪅は規定の生産᪋タᑂᰝをཷけ、認証を取得することが必㡲であり、製造管

⌮やಖ管、㍺㏦などがホ౯の対㇟㡯目となること、また、製品分析を年に䠍ᗘ௨ୖ実᪋し、⤖ᯝを公㛤する

こともồめられています。 

（ཧ考）スポーツにおけるサプリメントの製品᝟ሗ公㛤のᯟ⤌䜏に関する䜺イドライン 

https㻦㻛㻛㼣㼣㼣.pl㼍㼥t㼞ue㼖㼍p㼍n.㼛㼞g㻛ent㼞㼥㼋img㻛s㻙gui㼐eline.p㼐㼒 

⌧ᅾ、（公㈈）日ᮏ分析センターがスポーツサプリメント製品の᝟ሗを公㛤しています。また、➨୕⪅による

サプリメント認証は、米国 㻺S㻲 社の「㻯e㼞ti㼒ie㼐 㼒㼛㼞 Sp㼛㼞t」、ⱥ国 L㻳㻯 社の「In㼒㼛㼞me㼐㻙䠯p㼛㼞t（IS）」、

「In㼒㼛㼞me㼐㻙㻯h㼛i㼏e（I㻯）」、米国 㻮S㻯㻳 社の「㻯e㼞ti㼒ie㼐 D㼞ug 㻲㼞ee」などの製品や原料がὶ㏻しています。リスク

を㍍減するには、これらの᝟ሗをཧ考にしてください。ただし、これらは製品の᏶全なる安全をಖ㞀するもの

ではなく、あくまで⮬ᕫ㈐௵となります。 

●サプリメントの必要性を考えよう

アスリートから「サプリメントを服用したい」と┦ㄯされた場合、食事から栄養が十分に摂れずにᮏ᮶の能

力がపୗしてしまう JISS が示す「ダイエタリーサプリメントおよびスポーツフード」は、アンチ・ドーピングに対

応したサプリメントの服用が່められます。しかし、アンチ・ドーピングไᗘにおいて競技力ྥୖのຠᯝがあ

る物質は禁止物質としてཝ格に禁じられていることからすれ䜀、服用が許されているサプリメントには競技力

ྥୖのຠᯝがないはずなので、ᯝたしてサプリメントを服用するメリットがᮏ当にあるのか、ということをアス

リートと一⥴に考えていただきたいとᛮいます。 

᭱終的には、サプリメントの摂取はアスリートの判断になりますが、サプリメントによるドーピングの違反と

なる場合の䝕メリットと、サプリメントを服用するメリットを௒一ᗘẚべ、薬剤ᖌのリテラ䝅ーを㥑使してアスリ

ートをサポートしてください。 


